
（参考）市立旭川病院主要業績推移 資料2-2

医
業
費
用

（百
万
円
）

手
術
件
数
（件
）

12月末累計：75.3億円
（対前年+2.5億円）

12月末累計：1,197件
（対前年▲118件）

高額薬剤の増や血液内科による輸
血件数の増により薬剤費が増加傾
向にあるのが主な要因。12月は賞
与の支給により増となる。

年度当初はコロナの影響が大きく
対前年から減少傾向。コロナが一
段落した8～10月は前年実績を上
回っている。

全
麻
手
術
件
数

（件
） 12月末累計：848件

（対前年▲38件）

年度当初の減少傾向は手術件数と
同様だが，全身麻酔の方が比較的
減少幅が小さい。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R1 R2

診
療
稼
働
額

（百
万
円
）

12月末累計：69.2億円
（対前年▲2.1億円）

コロナ関連患者の受入れにより4～
6月は落ち込むも，診療単価の増等
により10月～11月は対前年プラ
ス，12月も同水準を確保した。

救
急
搬
送
件
数

（件
）

12月末累計：1,587件
（対前年▲189件）

コロナ禍で搬送件数は減少してい
るものの地域医療体制確保加算の
用件である1月～12月実績2000
件の用件は既に満たしている。

入院期間Ⅰ
318件
12%

入院期間Ⅱ
1,082件

42%

入院期間Ⅲ
1,133件

44%

期間Ⅲ超
50件
2%

給与費
5,839百万円

薬品費
2,230百万円

委託料
1,150百万円

診療材料費
701百万円

減価償却費
511百万円

光熱水費, 
271百万円

賃借料
107百万円

その他

389百万円

医業費用（R2年度 112億円）の構成

DPC入院期間の割合（R2年4～9月 N=2,583件）

※DPC入院期間
期間Ⅱが平均在院日数を示し，期間Ⅰが平均より短く，期間Ⅲが平均よ
り長い日数としてDPC診断群分類ごとに定められており，診療報酬の一
日当たりの点数は入院期間Ⅰが最も高く入院期間Ⅲが最も低い。一般的
には入院期間Ⅰ～Ⅱの範囲内で退院するのが効率的であるとして全体の
50％から60％を占めているのが望ましいとされている。

※他の自治体病院の職員給与費比率（給与費÷医業収益）
当院49.3％，札幌54.0％，函館43.7％，釧路50.7％，岩見沢43.7％
苫小牧52.0％，名寄54.8％，砂川58.3％
（総務省H30年度病院経営分析比較表より）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R1 R2
入
院
診
療
単
価

（万
円
） 12月末累計：58,380円

（対前年+4,026円）

今年度から算定している「地域医
療体制確保加算」「夜間看護補助
体制加算」産婦人科入院再開等に
より診療単価が上昇している。


